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は
じ
め
に

学
校
に
お
け
る
健
康
管
理
は
、
こ
れ

ま
で
学
校
保
健
の
枠
組
み
の
中
で
、
学

校
医
を
中
心
に
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
最
近
で
は
、
教
職
員
の
健
康
障
害
や

長
時
間
の
時
間
外
労
働
の
問
題
な
ど
か

ら
、
産
業
保
健
の
視
点
や
産
業
医
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
学
校
で
の
健
康
管
理
は
、
学
校
保

健
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
安

全
衛
生
法
の
適
用
も
受
け
る
。
こ
の
た

め
医
師
は
、
学
校
医
に
加
え
て
、
産
業

医
ま
た
は
、
後
述
の
健
康
管
理
医
な
ど

に
委
嘱
さ
れ
、
職
務
を
遂
行
し
て
い
る
。

1
．
学
校
保
健
と
学
校
医

学
校
で
の
健
康
管
理
の
対
象
は
、「
幼

児
、
児
童
、
生
徒
又
は
学
生
（
以
下
、

児
童
生
徒
等
）、
教
員
を
含
む
全
職
員

（
以
下
、
教
職
員
）」
で
あ
り
、
学
校
保

健
法
第
16
条
に
お
い
て
、
学
校
医
が
規

定
さ
れ
、
そ
の
職
務
は
学
校
保
健
法
施

行
規
則
第
23
条
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。

学
校
医
の
具
体
的
な
職
務
内
容
と
し

て
「
①
学
校
保
健
安
全
計
画
の
立
案
、

で
は
、
事
業
者
に
安
全
衛
生
管
理
体
制

を
定
め
、
総
括
安
全
衛
生
管
理
者
、
安

全
管
理
者
、
衛
生
管
理
者
な
ど
と
と
も

に
、
産
業
医
の
関
与
が
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
常
時
50
人

以
上
の
労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
所
で

は
産
業
医
を
選
任
す
る
必
要
が
あ
り
、

教
職
員
数
50
人
以
上
の
学
校
は
、
こ
れ

に
相
当
す
る
こ
と
に
な
る
。
産
業
医
の

具
体
的
な
職
務
は
、「
①
健
康
診
断
及

び
面
接
指
導
等
の
実
施
、
こ
れ
ら
結
果

に
基
づ
く
健
康
保
持
の
措
置
、
②
作
業

環
境
の
維
持
管
理
、
③
作
業
管
理
、
④

健
康
教
育
、
健
康
相
談
、
労
働
者
の
健

康
保
持
増
進
を
図
る
た
め
の
措
置
、
⑤

衛
生
教
育
、
⑥
健
康
障
害
の
原
因
調
査

及
び
再
発
防
止
措
置
、
⑦
総
括
安
全
衛

生
管
理
者
に
対
す
る
勧
告
、
又
は
衛
生

管
理
者
に
対
す
る
指
導
、
若
し
く
は
助

言
、
⑧
作
業
場
等
の
巡
視
、
⑨
労
働
者

の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
」な
ど
が
あ
る
。

た
だ
し
、
文
部
科
学
省
の
学
校
基
本

調
査
報
告
書
（
表
1
）
に
よ
れ
ば
、
常

勤
、
非
常
勤
す
べ
て
を
含
め
て
、
小
学

校
で
は
1
校
当
た
り
平
均
23
人
の
教
職

員
数
、
中
学
校
で
は
1
校
当
た
り
平
均

28
人
の
教
職
員
数
で
あ
る
か
ら
、
ほ
と

②
学
校
環
境
衛
生
の
維
持
及
び
改
善
に

関
す
る
指
導
と
助
言
、
③
児
童
生
徒
等

の
健
康
診
断
、
④
疾
病
の
予
防
処
置
と

保
健
指
導
、
⑤
児
童
生
徒
等
の
健
康
相

談
、
⑥
伝
染
病
の
予
防
に
関
す
る
指
導

と
助
言
、
伝
染
病
及
び
食
中
毒
の
予
防

処
置
、
⑦
救
急
処
置
、
⑧
就
学
時
健
康

診
断
と
教
職
員
の
健
康
診
断
、
⑨
保
健

管
理
に
関
す
る
指
導
」な
ど
が
あ
る
。

昨
年
の
麻
疹
流
行
時
に
は
、
学
校
医

は
、
児
童
生
徒
等
へ
の
麻
疹
感
染
拡
大

や
予
防
対
策
と
し
て
、
学
校
長
に
対
し

て
必
要
な
指
導
と
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
学
校
保
健
に
お
い
て

は
、
児
童
生
徒
等
を
対
象
と
し
た
保
健

管
理
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
教
職

員
の
健
康
管
理
も
、
教
職
員
が
保
健
上

も
教
育
上
も
児
童
生
徒
等
へ
の
影
響
が

大
き
い
た
め
実
施
さ
れ
て
い
る
面
が
あ

る
。
ま
た
、
小
学
校
の
内
科
系
学
校
医

は
、
小
児
科
医
が
委
嘱
さ
れ
る
場
合
も

多
い
。

2
． 

労
働
安
全
衛
生
法
と 

産
業
医

学
校
は
、
事
業
所
の
一
つ
と
し
て
、

産
業
保
健
の
観
点
か
ら
、
教
職
員
の
安

全
と
健
康
を
確
保
を
す
る
よ
う
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
労
働
安
全
衛
生
法
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ん
ど
の
小
中
学
校
で
は
、
こ
の
産
業
医

選
任
の
義
務
は
な
い
。
一
方
、
大
学
で

は
、
平
均
6
8
7
人
の
教
職
員
数
と
報

告
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
産
業
医

の
選
任
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

3
．
健
康
管
理
医

教
職
員
50
名
未
満
の
産
業
医
選
任
の

要
件
を
満
た
さ
な
い
大
多
数
の
学
校
に

お
い
て
も
、
教
職
員
の
安
全
と
健
康
の

確
保
と
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成
な
ど
、

産
業
衛
生
の
視
点
は
重
要
で
あ
る
。
各

教
育
委
員
会
は
、
学
校
職
員
安
全
衛
生

管
理
規
程
等
を
制
定
し
、
教
職
員
の
健

康
管
理
に
お
い
て
、
健
康
管
理
医
を
定

め
、
産
業
衛
生
的
考
え
を
導
入
し
て
い

る
。各

教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
規
程
は
異

な
る
が
、
こ
の
健
康
管
理
医
に
「
①
教

職
員
の
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
く
措

置
、
②
教
職
員
に
対
す
る
保
健
指
導
及

び
健
康
相
談
、
③
職
場
の
巡
視
並
び
に

教
職
員
の
健
康
障
害
の
原
因
の
調
査
及

び
再
発
防
止
、
④
衛
生
教
育
、
⑤
教
職

員
の
健
康
の
保
持
増
進
を
図
る
た
め
の

措
置
、
⑥
校
長
等
に
対
す
る
勧
告
、
衛

生
管
理
者
又
は
衛
生
推
進
者
に
対
す
る

指
導
、
又
は
助
言
」
な
ど
、
産
業
医
に

準
じ
た
職
務
を
定
め
て
い
る
。
実
際
の

学
校
で
は
、
教
職
員
の
健
康
管
理
に
は
、

学
校
医
と
産
業
医
、
ま
た
は
、
学
校
医

と
健
康
管
理
医
が
携
わ
っ
て
い
る
こ
と

と
な
る
。

4
． 

教
職
員
健
康
診
断
の 

実
際

教
職
員
の
健
康
診
断
は
、
学
校
保
健

法
と
労
働
安
全
衛
生
法
の
2
法
に
基
づ

い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
学
校
保
健
法

に
基
づ
く
健
康
診
断
の
実
施
項
目
に
つ

い
て
は
、
学
校
保
健
法
施
行
規
則
に
よ

り
、
表
2
に
示
す
検
査
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。
労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、「
既

往
症
及
び
業
務
歴
の
調
査
」「
自
覚
症
状
、

他
覚
症
状
の
有
無
の
検
査
」
の
項
目
を
、

表
2
に
追
加
し
実
施
す
る
。

健
康
診
断
の
事
後
措
置
と
し
て
、
学

校
保
健
法
施
行
規
則
で
は
、
学
校
の
設

置
者
は
、
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
き

治
療
を
指
示
し
、
ま
た
、
勤
務
を
軽
減

す
る
等
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
と
規

定
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
健
康

に
異
常
が
あ
る
と
認
め
た
教
職
員
に
つ

い
て
は
、
検
査
の
結
果
を
総
合
し
、
か

つ
、
そ
の
教
職
員
の
職
務
内
容
及
び
勤

務
の
強
度
を
考
慮
し
て
、
生
活
規
正
の

面
及
び
医
療
の
面
の
区
分
を
組
み
合
わ

せ
て
、
表
3
に
示
す
指
導
区
分
を
決
定

す
る
。

さ
ら
に
、
労
働
安
全
衛
生
規
則
に
よ

り
、
事
業
者
（
学
校
）
は
、
健
康
診
断

が
行
わ
れ
た
日
か
ら
三
月
以
内
に
、
健

康
診
断
で
異
常
が
認
め
ら
れ
た
労
働
者

（
教
職
員
）の
健
康
保
持
の
た
め
に
、
医

師
の
意
見
を
聴
き
、
そ
の
内
容
を
健
康

診
断
個
人
票
に
記
載
し
、
ま
た
健
康
診

断
結
果
を
遅
滞
な
く
本
人
に
通
知
す
る
。

表1　学校数と教職員数

学校数 在学者数 教職員数 平均在学者
数／校

平均教職員
数／校 学校医数

全学校合計 60,569 20,147,205 2,198,371 332.6 36.3

幼稚園 13,835 1,726,520 145,793 124.8 10.5

小学校 22,878 7,187,417 526,582 314.2 23.0 58,921

中学校 10,992 3,601,527 313,210 327.6 28.5 28,866

高等学校 5,385 3,494,513 368,752 648.9 68.5 13,184

短期大学 468 202,254 42,723 432.2 91.3

大学 744 2,859,212 511,200 3843.0 687.1

専修学校 3,441 750,208 170,005 218.0 49.4

各種学校 1,729 149,934 25,811 86.7 14.9

空白はデータなし．学校数，在学者数，教員数は平成18年5月1日現在である．学校
医数は平成19年度統計．

（文部科学省：学校基本調査報告書より抜粋）
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5
．
職
場
巡
視（
学
校
巡
視
）

学
校
保
健
法
で
は
、
学
校
環
境
衛
生

の
維
持
と
安
全
な
環
境
の
維
持
を
学
校

の
責
務
と
し
て
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、

学
校
保
健
法
施
行
規
則
で
は
、
学
校
医

の
職
務
と
し
て
学
校
環
境
衛
生
の
維
持

お
よ
び
改
善
に
関
す
る
指
導
と
助
言
を

規
定
す
る
の
み
で
、
学
校
医
の
具
体
的

な
巡
視
の
記
載
は
な
い
。

一
方
、
労
働
安
全
衛
生
法
で
は
、
事

業
者
（
学
校
）
に
、
快
適
な
職
場
環
境

の
実
現
と
労
働
条
件
の
改
善
を
通
じ
て

職
場
に
お
け
る
労
働
者
（
教
職
員
）
の

安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
責
務
を
定
め
、

衛
生
管
理
者
や
産
業
医
の
巡
視
が
規
定

さ
れ
て
い
る
。
職
場
巡
視（
学
校
巡
視
）

で
は
、
温
度
、
湿
度
、
換
気
、
採
光
、

照
明
、
騒
音
、
作
業
方
法
、
整
理
整
頓
、

清
掃
な
ど
の
点
検
が
行
わ
れ
て
い
る
。

6
． 

学
校
に
お
け
る
産
業
医
・

健
康
管
理
医
の
諸
問
題

現
在
、
学
校
医
の
配
置
率
は
小
学
校

で
は
97
・
9
％
、
中
学
校
で
は
97
・
8

％
と
な
っ
て
お
り
、
健
康
管
理
の
た
め

の
医
師
配
置
率
は
、
他
業
種
に
比
し
高

い
。
ま
た
同
時
に
、
教
職
員
数
に
応
じ

て
健
康
管
理
医
、
産
業
医
が
配
置
さ
れ

て
も
い
る
。

し
か
し
、
学
校
医
が
産
業
医
や
健
康

管
理
医
を
兼
務
す
る
場
合
、
ひ
と
り
の

医
師
が
、
学
校
保
健
、
産
業
保
健
に
精

通
す
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
例
え
ば
、

小
学
校
で
の
学
校
医
を
委
嘱
さ
れ
た
小

児
科
医
が
、
さ
ら
に
、
健
康
管
理
医
と

し
て
成
人
で
あ
る
教
職
員
の
健
康
管
理

に
た
ず
さ
わ
る
必
要
性
が
生
じ
た
り
、

ま
た
、
健
康
管
理
医
が
産
業
医
有
資
格

者
と
同
様
の
産
業
保
健
の
知
識
・
経
験

を
持
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
専

門
性
へ
の
課
題
が
あ
る
。

派
遣
労
働
者
の
諸
問
題
は
、
学
校
に

お
い
て
も
企
業
と
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。

給
食
職
員
、
清
掃
職
員
に
限
ら
ず
、
最

近
で
は
、
英
語
教
員
な
ど
教
職
に
お
い

て
も
派
遣
労
働
者
を
使
用
し
て
い
る
場

合
が
あ
る
。

派
遣
労
働
者
の
一
般
定
期
健
康
診
断

は
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
よ
り
派
遣
元

事
業
者
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
学
校

で
は
、
こ
れ
に
学
校
保
健
法
に
よ
る
規

程
も
加
わ
る
。
ま
た
、
労
働
安
全
衛
生

関
係
で
は
、
派
遣
労
働
者
が
現
実
に
就

労
す
る
派
遣
先
で
管
理
す
る
の
が
適
当

な
事
柄
が
多
い
た
め
、
法
律
に
「
特
例

措
置
」
の
項
目
が
設
け
ら
れ
派
遣
先
事

業
者
で
の
管
理
項
目
が
決
め
ら
れ
て
い

る
。
派
遣
元
事
業
者
と
学
校
と
の
連
携

が
必
要
と
な
っ
て
く
る
。

教
職
員
の
過
重
労
働
も
課
題
と
な
っ

て
き
た
。
長
時
間
の
時
間
外
労
働
に
よ

っ
て
疲
労
が
蓄
積
し
て
い
る
場
合
に
は
、

脳
・
心
臓
疾
患
発
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま

る
と
さ
れ
、
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障

表2　検査の項目

 1　身長，体重及び腹囲
 2 　視力及び聴力（聴力は1000Hz及び4000Hzの音に
係る検査を行う．ただし，45歳未満の職員（35歳及び
40歳の職員を除く）においては，医師が適当と認める
方法によって行うことができる．

 3 　結核の有無（X線間接撮影により検査するものとし，
X線間接撮影によって病変の発見された者及びその疑
いのある者，結核患者並びに結核発病のおそれがある
と診断されている者に対しては，X線直接撮影及び喀
痰検査を行い，更に必要に応じ聴診，打診その他必要
な検査を行う．）

 4　血圧
 5　尿（蛋白及び糖）
 6　胃の疾病及び異常の有無（妊娠中の女子職員を除く）
 7　貧血検査（血色素量及び赤血球数）
 8　肝機能検査（GOT，GPT，γ–GTP）
 9 　血中脂質検査（LDLコレステロール，HDLコレステ
ロール，血清トリグリセライド）

10　血糖検査
11　心電図検査
12　その他の疾病及び異常の有無

　前記検査の項目のうち，20歳以上の職員においては
身長を，35歳未満の職員及び36歳以上40歳未満の職
員，妊娠中の女子職員その他の職員であつて腹囲が内臓
脂肪の蓄積を反映していないと診断されたもの，BMIが
20未満である職員並びに自ら腹囲を測定し，その値を申
告した職員（BMIが22未満である職員に限る）において
は，腹囲を，40歳未満の職員においては6に掲げるもの
を，35歳未満の職員及び36歳以上40歳未満の職員にお
いては7から12に掲げるものを，それぞれ検査の項目か
ら除くことができる．
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害
を
防
止
す
る
に
は
適
切
な
労
働
時
間

の
管
理
と
健
康
管
理
が
必
要
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
長
時
間
労
働

者
に
は
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
制
度
が

導
入
さ
れ
た
が
、
教
職
員
で
は
、
面
接

指
導
の
要
件
と
さ
れ
る
1
月
当
た
り
1

0
0
時
間
を
越
え
る
時
間
外
勤
務
が
、

他
の
業
種
に
比
し
、
多
い
と
さ
れ
る
。

ク
ラ
ブ
活
動
等
の
引
率
、
個
別
生
徒
指

導
な
ど
教
職
の
特
殊
性
に
起
因
す
る
と

こ
ろ
で
も
あ
る
。

ま
た
、
生
徒
・
学
生
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
、
学
校
間
の
厳
し
い
競
争

環
境
へ
の
対
応
な
ど
、
教
職
員
の
メ
ン

タ
ル
ス
ト
レ
ス
も
増
大
し
て
お
り
、
そ

の
対
策
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
産
業

医
も
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
知
識
を
持
つ

こ
と
や
精
神
科
医
と
の
連
携
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
、
大
学
で
は
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
応
の
た
め
、
精
神
科
医
が
配

置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
。

お
わ
り
に

学
校
に
お
け
る
健
康
管
理
に
は
、
学

校
医
に
加
え
て
、
産
業
医
、
ま
た
は
健

康
管
理
医
が
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
教
職
員
健
康
診
断
と
職
場
巡
視
に

つ
い
て
述
べ
た
。

小
中
学
校
の
教
職
員
数
は
平
均
23
〜

28
人
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
教
職
員
数
50
人
以
上
の

学
校
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
学
校
は
、

多
人
数
の
児
童
生
徒
等
が
教
育
を
受
け

る
場
で
あ
り
、
大
学
を
除
き
、
教
職
員

は
少
な
い
。
こ
の
た
め
、
学
校
に
お
け

る
産
業
保
健
や
産
業
医
の
役
割
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た

の
が
現
状
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

学
校
も
教
職
員
が
働
く
一
事
業
所
と
考

え
ら
れ
、
今
後
、
学
校
保
健
の
み
な
ら

ず
、
産
業
保
健
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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表3 a　生活規正の面からの指導区分

指導区分 内　容 措　置

A 要休業 勤務を休む必要のあるもの 休暇又は休職等の方法で療養
のため必要な期間勤務させな
い．

B 要軽業 勤務に制限を加える必要のあ
るもの

勤務場所又は職務の変更，休
暇による勤務時間の短縮等の
方法で勤務を軽減し，かつ，
深夜勤務，超過勤務，休日勤
務及び宿日直勤務をさせない．

C 要注意 勤務をほぼ平常に行ってよい
もの

超過勤務，休日勤務及び宿日
直勤務をさせないか又はこれ
らの勤務を制限する．

D 健康 全く平常の生活でよいもの 勤務に制限を加えない．

表3b　医療面からの指導区分

指導区分 内　容 措　置

 1 要医療 医師による直接の医療行為を
必要とするもの

必要な医療を受けるよう指示
する．

 2 要観察 医師による直接の医療行為を
必要としないが，定期的に医
師の観察指導を必要とするも
の

必要な検査，予防接種等を受
けるよう指示する．

 3 健康 医師による直接，間接の医療
行為を全く必要としないもの

医療又は検査等の措置を必要
としない．

生活規正区分，医療区分の組み合わせで，A1，D3のように決定する．


